
活発な支部活動

人
財
育
成

旅
館
経
営
人
財

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

接
客
、経
営
の
プ
ロ
に

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
内
容
を
充
実

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

実
務
検
定
試
験

お
も
て
な
し
検
定

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

鈴
木
広
美
事
務
局
長
に
聞
く

会
員
の
福
利

厚
　

生
　

制
　

度

暮
ら
し
の
そ
ば
に
、未
来
に

加
入
員
数
・
加
入
率
ア
ッ
プ
へ
申
し
込
み
や
す
く
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Ｈ検のチラシ

おもてなし検定のチラシ

　
日
本
旅
館
の
接
遇
サ
ー
ビ
ス

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
外
国
人
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
知
識
の
向
上
な

ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
検
定

「
日
本
の
宿
　
お
も
て
な
し
検

定
」
は
、
今
年
度
、
初
級
試
験

が
第
６
回
、
中
級
試
験
が
第
５

回
を
迎
え
る
。
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
接
遇
担
当
ス
タ
ッ
フ
な
ど
か

ら
高
い
関
心
を
集
め
て
お
り
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
同
検
定
の

受
験
者
数
も
増
え
て
い
る
。
今

後
は
「
上
級
検
定
」
の
設
置
に

向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
検

討
を
進
め
る
。

　
上
級
資
格
の
認
定
基
準
と
し

て
「
お
客
さ
ま
の
期
待
、
想
定

を
超
え
た
高
い
満
足
度
と
評
価

を
い
た
だ
け
る
和
の
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
知
識

と
技
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
」

「
お
も
て
な
し
力
向
上
や
後
輩

指
導
の
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
一
翼
を
担
い
、
価
値

向
上
に
貢
献
で
き
る
こ
と
」
を

掲
げ
て
い
る
。

　
上
級
検
定
に
先
立
ち
、
今
年

２
月
に
は
宮
城
県
秋
保
温
泉
の

「
伝
承
千
年
の
宿
　
佐
勘
」で
、

３
月
に
は
滋
賀
県
お
ご
と
温
泉

「
緑
水
亭
」
で
、
中
級
検
定
の

合
格
者
を
対
象
に
、
上
級
検
定

に
向
け
た
準
備
の
一
環
と
し
て

実
技
を
含
む
お
も
て
な
し
研
修

を
行
っ
た
。

　
今
回
は
ト
ラ
イ
ア
ル
要
素
も

含
み
な
が
ら
の
お
も
て
な
し
研

修
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加

者
か
ら
の
意
見
、
感
想
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
開
催
時
期

や
講
師
、
対
象
者
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
再
検
討
を
行
う
予
定
。
そ

の
上
で
、年
間
２
～
３
回
程
度
、

再
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
同
研
修

を
実
施
し
た
い
考
え
だ
。

　
人
財
育
成
の
中
核
と
な
る
事

業
は
、
一
般
社
団
法
人
旅
館
経

営
人
財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
の
セ

ミ
ナ
ー
と
「
日
本
の
宿
　
お
も

て
な
し
検
定
」
「
ホ
テ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
検
定
」
の
三
つ
。

　
旅
ホ
連
が
認
定
資
格
の
取
得

を
奨
励
し
て
い
る
の
は
、
一
般

財
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
ホ
テ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
検
定
」
の
ベ
ー
シ
ッ

ク
レ
ベ
ル
２
級
。
Ｈ
検
は
既
に

３
万
３
千
人
を
超
え
る
受
験
者

が
い
る
資
格
で
、
２
級
は
若
手

社
員
を
対
象
と
し
た
レ
ベ
ル

だ
。

　
旅
ホ
連
が
同
検
定
制
度
を
導

入
す
る
の
は
、
ホ
テ
ル
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
実
務
知
識
の
体
系
的
な
習

得
を
目
的
と
し
て
い
る
。
資
格

取
得
に
よ
り
第
一
線
で
働
く
ス

タ
ッ
フ
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
接
客
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
受
験
に
際
し
、
会
員
限
定
の

特
典
と
し
て
、受
験
料
５
千
円
、

問
題
集
代
１
０
８
０
円
の
そ
れ

ぞ
れ
半
額
を
補
助
す
る
ほ
か
、

１
施
設
に
つ
き
１
冊
ま
で
、
ホ

テ
ル
基
礎
編
の
テ
キ
ス
ト
代
５

４
０
０
円
の
う
ち
４
千
円
を
補

助
す
る
。
さ
ら
に
試
験
会
場
は

日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
得
て
会
員
施
設
で
受
験

で
き
る
。

　
一
般
社
団
法
人
旅
館
経
営
人

財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小
田
禎

彦
理
事
長
）
で
は
、
次
世
代
の

旅
館
経
営
者
の
人
財
育
成
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
２
０
１

３
年
度
経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ

ー
」
＝
写
真
＝
を
実
施
し
て
い

る
。
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
い

ず
れ
も
経
営
者
に
よ
る
講
演
か

ら
な
る
「
マ
イ
ス
タ
ー
講
演
」

と
、
グ
ル
ー
プ
討
議
中
心
に
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
構
成
。
全
３
回

の
セ
ミ
ナ
ー
に
通
し
で
参
加
す

る
こ
と
で
、
経
営
の
３
本
柱
で

あ
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
財
務
」
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
学
べ
る
仕
組
み
だ
。

　
１
月
に
開
い
た
第
１
回
セ
ミ

ナ
ー
「
『
福
一
』
で
学
ぶ
『
経

営
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
』
～

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
そ
の
攻
め

方
」
で
は
、
福
田
朋
英
・
旅
ホ

連
会
長
（
福
一
社
長
）
が
マ
イ

ス
タ
ー
講
演
の
講
師
と
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
力
に
つ
い

て
、
自
身
の
体
験
を
交
え
な
が

ら
講
演
。「『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
経
営
戦
略
』
～
自
社
の
強
み

を
生
か
し
た
商
品
作
り
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
基
礎
か
ら
デ
ー
タ
の

読
み
方
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
使

い
分
け
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

自
館
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
計
画

の
策
定
と
発
表
を
行
っ
た
。

　
３
月
に
実
施
し
た
第
２
回
セ

ミ
ナ
ー
は
「
『
あ
か
ん
鶴
雅
』

で
学
ぶ『
経
営
財
務
戦
略
』」。

マ
イ
ス
タ
ー
塾
で
は
、
大
西
雅

之
・
旅
ホ
連
北
海
道
支
部
連
合

会
長
（
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
社
長
）

が
、
多
店
舗
経
営
に
至
る
ま
で

の
経
緯
や
今
後
の
経
営
戦
略
、

旅
館
経
営
に
対
す
る
考
え
方
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
財
務
諸
表
の
読
み

方
や
課
題
抽
出
の
仕
方
ま
で
を

学
び
つ
つ
、
自
館
の
財
務
諸
表

の
分
析
を
行
っ
た
。

　
第
１
回
、
第
２
回
と
も
に
、

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
討
議
や
自

館
の
状
況
分
析
の
実
践
な
ど
を

通
し
見
識
を
深
め
た
ほ
か
、
マ

イ
ス
タ
ー
講
師
の
生
の
経
験
談

や
経
営
姿
勢
に
触
れ
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
経
営
に
つ
い
て
多
く
の

刺
激
を
受
け
た
。

　
７
月
に
は
第
３
回
セ
ミ
ナ
ー

「
『
ホ
テ
ル
鷗
風
亭
』
で
学
ぶ

『
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
』」

を
開
催
す
る
。
近
代
経
営
学
者

の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

言
葉
な
ど
を
引
き
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
自
館
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
顧
客
な
ど
を
検

討
し
、
課
題
解
決
へ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
を
策
定
、
発
表
す

る
内
容
。マ
イ
ス
タ
ー
塾
で
は
、

村
上
正
高
・
旅
ホ
連
広
島
支
部

長
（
鷗
風
亭
代
表
取
締
役
）
が

講
演
す
る
。

　
ま
た
、

年
度
の
「
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
も
第
１
回
を
昨

年

月

、

日
に
静
岡
県
稲

取
温
泉
の
稲
取
銀
水
荘
で
、
第

２
回
を
今
年
２
月
３
、
４
日
に

滋
賀
県
お
ご
と
温
泉
の
湯
元
舘

で
開
催
。
い
ず
れ
も
工
学
博
士

の
内
藤
耕
氏
を
講
師
に
迎
え

た
。

　
テ
ー
マ
は
「
旅
館
の
プ
ロ
セ

ス
改
革
～
顧
客
満
足
と
効
率
化

の
追
求
」
。
旅
館
に
は
経
営
者

が
気
づ
い
て
い
な
い
多
く
の
無

駄
が
存
在
す
る
。
内
藤
氏
は
、

無
駄
を
排
除
す
る
こ
と
で
生
み

出
さ
れ
る
時
間
を
宿
泊
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
充
て
、
旅
館
の
価

値
を
高
め
よ
う
と
訴
え
た
。

　
受
講
者
た
ち
は
、
館
内
の
視

察
や
意
見
交
換
も
行
い
な
が

ら
、
旅
館
運
営
の
改
善
策
を
学

ん
で
い
っ
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
右
）

と
、
新
し
く
な
っ
た
加
入
申
込
書
。
署
名
、
捺

印
の
欄
（
丸
囲
み
）
へ
の
記
入
は
、
施
設
代
表

者
に
加
え
代
表
者
代
理
で
も
可
能
と
な
っ
た

　

旅
ホ
連
共
済
の
特
長
は
。

　
「
民
間
の
共
済
・
保
険
と
は
異

な
り
、
旅
ホ
連
の
組
織
と
し
て
非

営
利
で
運
営
し
て
い
る
の
で
、
低

廉
な
加
入
費
、
高
水
準
な
給
付
が

実
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
保

険
補
償
、
給
付
（
祝
い
金
・
弔
慰

金
・
見
舞
金
）
の
ど
ち
ら
か
だ
け

と
い
う
共
済
制
度
が
多
い
中
、
旅

ホ
連
共
済
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
単
体
で
は
設
定

が
厳
し
く
て
も
、
旅
ホ
連
全
体
で

組
織
化
す
る
こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
「
加
入
費
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
基
本
プ
ラ
ン
Ａ
が
１
カ

月
・
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
分
の
３
０
０

円
、
充
実
プ
ラ
ン
Ｂ
が
１
カ
月
・

ラ
ー
メ
ン
１
杯
分
の
７
０
０
円
と

覚
え
て
く
だ
さ
い
（
笑
い
）
。
い

ず
れ
も
年
度
途
中

か
ら
加
入
可
能
で

す
。
１
人
に
つ
き

年
１
回
を
限
度

に
、
加
入
費
無
料

で
加
入
資
格
の
継

承
が
可
能
で
す
。

こ
れ
は
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
経
営
形
態
を
配
慮
し
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
施
設
全
員
で

な
く
て
も
、１
人
か
ら
加
入
で
き
、

加
入
費
は
個
人
負
担
が
で
き
ま

す
。
ま
た
給
付
の
申
請
は
事
由
の

発
生
か
ら
２
年
間
受
け
付
け
し
ま

す
」

　
「
加
入
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
会
社

案
内
、
求
人
広
告
の
福
利
厚
生
欄

に
当
制
度
内
容
を
掲
載
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
、
お
す
す
め
で
す
」

　

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
と
っ
て

使
い
勝
手
が
良
い
で
す
ね
。

　
「
旅
ホ
連
共
済
は
、
旅
ホ
連
会

員
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
働
く
従
業

員
の
福
利
厚
生
の
充
実
が
優
秀
な

従
業
員
の
長
期
定
着
に
つ
な
が
る

と
の
考
え
か
ら
、
１
９
８
７
年
６

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り

旅
ホ
連
共
済
は
旅
ホ
連
会
員
が
作

っ
た
制
度
で
あ
り
、
旅
ホ
連
の
事

業
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
旅

ホ
連
会
員
の
先
人
に
よ
る
多
大
な

功
績
に
よ
り
旅
ホ
連
共
済
が
今
日

あ
り
ま
す
。
類
似
す
る
他
の
保
険

や
共
済
と
比
較
に
な
ら
な
い
、
手

厚
い
内
容
の
旅
ホ
連
共
済
制
度
を

立
ち
上
げ
た
着
眼
点
や
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
給
付
内
容
の

改
善
を
、
都
度
加
え
て
こ
ら
れ
た

ご
尽
力
に
敬
服
し
ま
す
」
　

　


年
度
の
新
た
な
展
開
は

あ
り
ま
す
か
。

　
「
加
入
申
込
書
の
フ
ォ
ー
ム
が


年
度
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
施
設
の
代
表
者

に
署
名
、
捺
印
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
、
『
代
表
者
と
施
設
の

所
在
地
が
異
な
る
』
『
代
表
者
の

署
名
、
捺
印
を
受
け
取
る
の
に
時

間
が
か
か
る
』
な
ど
の
ご
意
見
を

受
け
て
代
表
者
代
理
（
役
職
者
以

上
）
の
署
名
、
捺
印
で
も
受
け
付

け
る
こ
と
に
改
め
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ま
が
加
入
し
や
す
い
環
境

を
整
え
ま
し
た
」

　
「
こ
の
ほ
か
、
見
た
だ
け
で
旅

ホ
連
共
済
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
親
し
み
や
す
い
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
準
備
中
で
す
。
旅

ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
ご
覧
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
」

　

会
員
拡
大
は
重
要
課
題
で

す
。

　
「
今
後
も
安
定
的
に
運
営
し
て

い
く
た
め
に
、
加
入
員
数
、
加
入

率
の
拡
大
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
給
付
を
受
け
る
人
が
増
え
る

と
旅
ホ
連
共
済
が
よ
り
身
近
な
も

の
と
認
識
さ
れ
、
存
在
価
値
も
高

ま
り
ま
す
。

年
度
の
全
国
目
標

は
加
入
員
数
が
３
万
４
千
人
、
う

ち
プ
ラ
ン
Ｂ
は
４
千
人
、
加
入
率

は

％
で
す
。
支
部
ご
と
に
目
標

設
定
が
あ
り
ま
す
。
目
標
達
成
に

向
け
、
強
力
な
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
加
入
促
進
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
６
月
末

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
途
中

に
入
社
さ
れ
た
方
の
加
入
手
続
き

も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
」

　
「
『
暮
ら
し
の
そ
ば
に
、
未
来

に
』
は
旅
ホ
連
共
済
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
で
す
。
こ
こ
に
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
通
り
、
旅
ホ
連
共
済
は

未
来
に
わ
た
り
、
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
の
そ
ば
で
見
守
り
続
け
て
ま
い

り
ま
す
」


